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１）事業者及び代表者

　　有限会社　　倉持商店

　　代表取締役　倉持　悦子

２）所在地

　 　　本社　〒306-0624　茨城県坂東市矢作2695-3

境工場　〒306‐0404　茨城県猿島郡境町長井戸1692—1

３）環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

   責任者及び担当者連絡先　飯田　大樹

　　連絡先　TEL　0297－38－0319

　　　　　　FAX　0297－38－1642

４）事業の内容

　　紙加工業　古紙・鉄くず・樹脂の売買

５）事業の規模

　事業年度：（例）2021年度：　2021年8月～2022年7月
　EA21年度：2022年度　2022年1月～2022年12月

単位

百万円

人

本社・
岩井工場

㎡

境工場 ㎡

売上高 248

従業員数 15

2028年

259

13

Ⅰ．事　業　活　動　の　概　要

2022年 2024年 2025年2023年活動規模 2021年 2026年

事務所／工
場延べ床面

積

1,257 1,257

2,148 2,148
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1.事業所

2.事業内容

認証登録範囲において、除外しているものはありません。

Ⅱ．認証・登録の範囲

事業内容 紙加工業　古紙・鉄くず・樹脂の売買

本社・事業所
境工場

本社：　茨城県坂東市矢作2695‐3
境工場：茨城県猿島郡境町長井戸1692‐1
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KED3-7

組織の構成員

①環境方針を定める。

②環境管理責任者を任命すると共に、環境経営組織、役割、

責任を定める。

③必要な経営資源を提供する。

④活動の実績を環境管理責任者に求め、必要な指示を行う。

①環境経営システムを構築し、運用の責任者と権限を有する。

②運用状況の全体について把握し、代表者に報告する。

①環境管理責任者を補佐し、環境経営システムを円滑に運用する。

①環境方針、環境目標、環境活動計画の自部門に関連する活動及び

その他環境管理責任者からの指示事項についても実践する。

①部門長から指示のあった事項について実践する。

①環境経営システムの報告、審議、決定などの会議体とする。

②代表者を委員長そして、環境管理責任者、事務局及び

部門長で構成し、四半期ごとに開催する。

有限帰社　倉持商店
代表取締役　倉持悦子

環境経営運用組織図

役割・責任・権限

代表者

環境管理責任者

ＥＡ２１事務局

Ⅲ．組織体制

各部門長

従業員

安全衛生員会／環境委員
会

2022年1月1日

社長
倉持 悦子

環境管理責任者
飯田 大樹

EA21事務局
古矢

安全衛生員会

環境委員会（推進員）

社長

事業部長、他4名

業務課 業務課

事務係

環境管理推進者
飯田 篤

1

0

人

1

人

有限会社倉持商店



2

3

4

5

6

7

環境経営方針

環境方針に基づき目標を定め、定期的に見直しをすると共に、
環境経営システム及び環境パフォーマンスの継続的改善に努めます。

Ⅳ．環境経営方針

基本方針

理念

1

有限会社倉持商店は、誠実な経営活動を通し、
従業員、家族、顧客と地域社会の皆様に

信頼され喜ばれる価値ある会社を目指します。

環境教育、広報活動などにより、全従業員、協力会社に環境方針の、
理解と協力を求め、周知徹底を図り、環境保全活動に努めます。

環境方針及び環境活動計画及びその実績等については開示します。

２０２１年１２月１日
有限会社　倉持商店

代表取締役　倉持悦子

環境関連法令はもとより、業界等の指針及び自主基準を遵守してまいります。

当社の経営課題及び機会に取組みます。

自社の製品・サービス及び事業活動による環境負荷及びリスクを認識し、　環境
汚染の予防に努めます。

電気使用量の削減、自動車燃料使用量の削減、廃棄物の抑制及び
リサイクル化並びに水の排出量の削減に重点的に取組みます。
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KED3－5

目標値
基準年比/
実績値

目標値
基準年比/
実績値

目標値
基準年比/
実績値

※産業廃棄物の排出及び化学物質の使用はありません
※地下水を使用しているが積算流量計の取り付けが無いため地下水の水使用量の把握は不可であり、実績に含んでいません。
※電気の二酸化炭素排出量排出係数は東京電力エナジーパートナー0.455㎏-CO2/kWhを使用しています。

岩井

全体

岩井

境

全体

全体

全体

全体

全体

2 二酸化炭素排出量削減 100,374 ㎏₋CO2
105%

3 電力使用量（岩井） 111,971 KWh

1％減
99,370

15％減
85,063

15％減
85,063

1％減
110,851

10％増
122,629

10％増
122,629

3％減
108,612

90%

Ⅴ.環　境　目　標　と　そ　の　実　績

第Ⅰ期（2022年度）環境目標一覧表

9％減8,017 2％減8,629 3％減8,541

1％減
38,499

43％減
22,137

45％減
21,388

15％減
85,063

1％減8,717

45％減
21,388

2022年度（1月～12月） 2023年度（1月～12月） 2024年度（1月～12月）

目標項目 目標値

目標項目
基　準（2021年
度実績基準）

関係部門
単　位

目標達成率 目標達成率 目標達成率

1 NG製品の削減 13.5 ％
26％減　10

46％増
19.8

26％減　10 26％減　10

78%

NO

4 電力使用量（境） 38,888 KWh
174%

65％減280

89%

6
車両燃料（軽油）使用量削
減

8,805 L
109%

5
車両燃料（ガソリン）使用量
削減

3,025 L
1％減2,995

11％増
3,366

11％増
3,366

11％増
3,366

283%

322%

7 灯油使用量削減 800 L
1％減
792

65％減280 65％減280

8 一般廃棄物排出量削減 390 ㎏
1％減
386

69％減120
70％減
117

70％減
117

358%
9 水使用量削減 137 ㎥

1％減　136
72％減
38

72％減
38

72％減
38

有限会社倉持商店



項目
評価
結果

所見

所見

各項目の削減活動が主な内容となる

所見

照明、空調の使用管理、空調室外機、フィルター清掃。

特に、上記においては、現場従業員も参加することにより、節電に対する社内の

意識向上にも役立っている。

所見

製造業務が廃止となり、倉庫業務に転換した。

常駐者はいないが、使用時には基本的な節電に心掛けている。

所見

所見

所見

所見

ゴミの排出を極力しないよう意識している

所見

一般廃棄物排出量
削減

目標達成率は３２２％と大きく目標を達成した。

◎活動内容
従業員の持ち込んだゴミに関しては各自の持ち帰りとしている。
業務上発生した資材においても（紙、プラ、鉄）リサイクルを行う事により、

次年度
の取組

上記活動の継続

ＮＧ品の削減
活動内容

次年度の
取組み

NG製品の口金を外す設備の導入を年度中頃に計画し、古紙原料として販売するこ
とにより大幅なNG製品の減少を図る。

×

設備の故障の為、やむを得ずNG品として処理をせざるをえなかった

設備故障にて、増加した在庫を適正在庫とするまでの間、NG品として
処理を行っていた。本来製品となる原資の為、挽回後は製品としての
原資使用をするとして、無秩序なNG品の流出を禁止とした。

水使用量削減

目標達成率は３５８％と大きく目標を達成した。

◎活動内容

手洗い場への『節水シール』貼り付け

次年度
の取組

引き続き現行の活動を継続

◎活動内容

暖房器具の燃料として使用

次年度
の取組

『ホットガン（暖房器具）』の廃止

灯油使用量削減

目標達成率は２８３％と大きく目標を達成した。

活動内容

次年度
の取組

活動内容

◎

×

目標達成率は８９％となり未達となった。

ガソリンは基準年比11％増加した。原因は、8月頃から上田新工場の設立、稼働準備及び営
業先の増加により車の移動が多かった。

『運行管理の一元化と効率的な運行ルート計画の作成』などの実施

エコドライブ、営業ルートの効率化等、

エコドライブ推進等

引き続き現行の活動を実施

◎目標達成　　○基準年実績に対して改善されている　　　△現状維持　　　×悪化している

◎

◎

◎

電力使用量削減
（境）

車両燃料（ガソリ
ン）使用量削減

車両燃料（軽油）
使用量削減

目標値に対して達成率が１０５％の結果となった

引き続き現行の活動を実施

引き続き現行の活動を実施

活動内容

次年度
の取組

活動内容

次年度
の取組

活動内容

次年度
の取組

Ⅵ．環境目標及び主要な環境活動計画・実績・評価
・次年度の取組内容

目標値を大幅に達成した

目　標　項　目 具　体　的　な　取　組　内　容と評価

新規の引き取り先が増えたことによる使用量の増。

電力使用量削減
（岩井）

二酸化炭素排出量
削減

目標値に対して達成率が１７４％の結果となった

目標値に対して達成率が上回る結果となった

次年度
の取組

目標値に対して達成率が１０９％の結果となった
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　・関係当局よりの違反・訴訟等の指摘は過去にも一度もありませんでした。

　・関連する法規に関しては、自らが定期的に遵守状況をチェックし、

　　その結果は、下記の通りとなりました。

〇

廃棄物処理法

コンプレッサーの設置・使用

○

オフロード法

フロン排出抑制法

○

○

Ⅵ．環境関連法規等の遵守状況の確認・評価
及び違反・訴訟等の有無

浄化槽法

騒音規制法・
振動規制法

紙管（材料）の引取、自社へ
の搬入、製品の搬送

構内における紙管、製品、倉
庫保管品の移動・搬送

産業廃棄物の排出/一般廃棄物
（事業系）の排出

適用法令

古紙ベール品の保管

活動内容

道路交通法/
道路運送車両法

○

評価結果

水の使用・排水

○消防法

○
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Ⅷ．代表者による全体評価と見直しの結果

1．2022年1月から運用し1年が経過しました。環境方針達成に向けた活
動が順調に進んでいます。自社の基幹のマネジメントシステムとして
有効性を高めて、成果に結び付けていきたい。

2．環境負荷及びリスクの低減と共に重要な取組として「NG品の削減」
とし、この取組は、工程における生産性向上及び品質向上の両面への
アプローチである。結果は目標達成にまでは結びつくことができな
かったが、一定程度（5％）削減することができた。

3．当該環境経営システムを活用し、人材育成の一助として活用してい
きたい。

次年度は、新たな事業所が稼働予定で円滑な立ち上げを目指していき
たい。同時に、当該事業所はエコアクション21活動範囲として環境経
システムに含めた活動とする計画である。

環境経営目標及
び環境経営計画

実施体制

その他

環境経営方針
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